『御製人臣儆心録』―「植黨論」― by 石橋 崇雄
『御製人臣心録』
― ｢植黨論｣ ―







(在位1643～1661) が順治12 (1655) 年に自ら著した書物で
ある｡ 同書は満洲文と漢文との両版から成り, 東京大学中央図書館のほか, 北京




ばならない｡ ところで, 『han i araha ambasai mujilen be targabure bithe. (皇帝
[han] が作った臣下の心を戒める書物)』 とある満洲文版の書名に象徴されてい











記録した 『世祖章皇帝実録』 最終部分の巻144には, 順治18 (1661) 年正月丁巳
(７日) のこととして帝崩御の記載と遺詔 (遺言) が収録されている｡ この遺詔
からは, 帝の親政における特徴とそれに対する当時の評価が顕著に窺える｡ 全15
項目からなる遺詔のうち, 最後の項目を除いた14項目の末尾全てには, ｢是朕之罪






























祖宗創業, 未嘗任用中官｡ 且明朝亡國, 亦因委用宦寺｡ 朕明知其弊, 不以爲
戒｡ 設立内十三衙門, 委用任使, 與明無異｡ 以致營私作弊, 更踰往時｡ 是朕
之罪一也｡ (４)
祖宗の創業, 未だ嘗て中官を任用せず｡ 且つ, 明朝の国を亡ぼすも亦, 宦寺
を委用せるに因る｡ 朕, 其の弊を明知するも以て戒めと為さず｡ 内十三衙門
を設立し, 委用任使せしめること, 明と異ならず｡ 以て私を営み弊を作すを




た｡ 宦官で構成される内十三衙門を設立し, 国政を任せたことは, 明の場合














の機関は宦官を用いるしかない｡ 明の二十四衙門に倣って帝が順治11 (1654) 年
に内十三衙門 (単に十三衙門ともいう) を設立した目的と背景は, そこにあった｡
しかし, 宦官の弊害で明が滅んだ直後である｡ 宦官による政治機関の設立という
ことで, それまで順治帝に好意的であった明の旧臣らを含め, 周囲の全ては帝に
敵対することとなった｡ それにも拘らず帝の決心は固く, 翌順治12 (1655) 年,
宦官の弊害を未然に防止する勅諭 (５) を刻した鉄牌を鋳造させ, これを紫禁城内
に立てることで周囲の危惧を軽減させようとした｡ その上で帝は６年越しで十三





皇帝実録』 の同年６月辛巳 (28日) の条には ｢命工部立内十三衙門鐵牌｡ 勅諭曰,
… (工部に命じて内十三衙門の鉄牌を立たしむ｡ 勅諭に曰く, …)｣ (６) とみえる｡
前年の順治11 (1654) 年に内十三衙門 (単に十三衙門ともいう) を設立して以降,
周囲の全てが帝を白眼視するなか, 帝は欽定や御製の書物を次々に刊行する｡ 即
ち, 翌順治12年には, 『大清太祖武皇帝実録』, 『大清太宗文皇帝実録』, 『大清太祖
武皇帝聖訓』, 『大清太宗文皇帝聖訓』 などを欽定で纂修させたほか, 『御製資政要
覧』 (７), 『御製勧善要言』 (８), 『御製範行恒言』, 『御製内政輯要』, そして 『御製人
臣心録』 を作成し, ９月丙午 (25日) には 『御製資政要覧』, 『御製勧善要言』,
『御製範行恒言』, 『御製人臣心録』 各一部を文官三品以上に頒賜している (９)｡
さらにまた翌順治13年には, 『御製表忠録』, 『御製牛戒』, 『御製内則衍義』 を作成
する｡ 順治11年以降の親政を解明するためにこうした御製書や欽定書に対する分
析・検討作業が必須条件となることは言をまたない｡ これら一連の書物のなかか
ら最初に 『御製人臣心録』 を取り上げる理由は, 冒頭に示した意義の第二点に
ある｡ 第二点に移ろう｡
清初期における政治改革が数多あるなか, 政治思想や ｢党争｣ に係わる問題と
いうことでは第五代皇帝の世宗雍正帝 (在位1722～1735) による改革が広く知ら
れている (10)｡ その改革は 『御製朋党論』 と 『大義覚迷録』 の両書 (11) などに象
徴されているが, このうちの 『御製朋党論』 を順治帝の 『御製人臣心録』 と対
比してみると, 両書に多くの類似点があることに気付かされる｡ とりわけ 『御製
人臣心録』 の本文冒頭に収録されている ｢植黨論｣ に顕著である｡ 従って, 雍
正帝による政治改革の特徴を分析･検討する上においても, 『御製人臣心録』 の
分析･検討作業が必須条件となるのである｡
以上が, 順治帝が作成した数多い書物の中から最初に 『御製人臣心録』 を取





えている 『御製人臣心録』 の訳出作業の結果について, 先ずは ｢植黨論｣ を手
始めに, 順次公刊することにした｡
註
(１) 富麗 『世界満文文献目録 (初編)』 (中国民族古文字研究会1983年10月北京刊) で
は ｢十九 哲学｣ に収録している (188頁収録番号19074)｡
(２) 清初期の時代区分については拙稿 ｢マンジュ (満洲) 王朝論―清朝国家論序
説｣ (『明清時代史の基本問題』汲古書院1997年)同 ｢清朝国家論｣ (『岩波講座世界
歴史13』1998年)拙著 『大清帝国』 (講談社2000年) で示した｡
(３) 『世祖章皇帝実録』 巻 144－２葉
(４) 『世祖章皇帝実録』 巻 144－４～５葉
(５) 勅諭の全文は拙文 ｢中国史の中の宦官｣ (『しにか』 11－112000年) に示した｡
(６) 巻92－12葉
(７) 序文は同年正月丙午 (21日) 付け (『世祖章皇帝実録』 巻88－12～13葉
(８) 序文は同年正月庚戌 (25日) 付け (『世祖章皇帝実録』 巻88－17～18葉
(９) 『世祖章皇帝実録』 巻93－16葉
(10) 拙著 『大清帝国』拙文 ｢雍正帝の改革｣ (『しにか』 13－１2002年)
(11) 拙著 『大清帝国』 で言及したほか『御製朋党論』 の本文は拙訳 ｢満文 『	
	
	. (御製朋党論)』｣ (『国士館史学』 ４1996年) で示した｡




, Ａ Ｇ !! .(上海1892年) の方式でローマ字転写し日本
語の拙訳を付すと共にその後に漢文の原文を示した｡










































る｡ 心が公正であれば忠義で実直となる｡ 幾多の善が集積する｡ 公正でなければ腹黒く陰
険となる｡ 幾多の悪がもたらされる｡ このため心というものは万事の根本であり善悪の
出どころなのである｡
朕惟人臣立身制 (2／3) 行本諸一心｡ 心正(3／4) 則爲忠爲直衆美 (－4／－1)
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つになれば家を忘れる｡ 君主 [] に対して唯一つになれば自身を忘れる｡ このよう
であるので名を上げ自身が面目をあげられるというだけではなく国や家も亦厚く頼って
いるのである｡
顧事有殊塗心惟 (1／2) 一致｡ 一於國則忘 (2／3) 其家｡ 一於君則忘 (3／4) 其身｡



























































葢縁居恒無正心 (2／3) 之功｡ 一當勢利遂 (3／4) 迷亂狂肆驕 (Ⅲ－4／Ⅲ－)

























































陳名夏(Ⅳ－4／Ⅳ－1) 則一介竪儒驟蒙 (1／2) 顯抜倚任深重賜 (2／3) 賚優隆
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恐後之爲臣 (2／3) 者或仍踏覆轍負 (3／4) 主恩而渝素志至 (Ⅴ－4／Ⅵ－1) 於身
罹刑憲悔悼 (1／2) 無由｡ 故推原情状(2／3) 而論列之録成一 (3／4) 編以爲人臣
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大約不 (－6／－1) 植黨與不愛虚名不營己私(1／2) 不貪賄利敬以飾躬誠以事
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うなのか｡｣ と｡ 言うところ｢そうではない｡ これまた各々の重要さを測っているのにほ
かならない｡｣ と｡
古人之言達道終 (Ⅲ－6／Ⅲ




















全て人というものは村里にあれば朋友を重んじる｡ 肩を並べて君主 [] に仕えれば臣
下の節義を重んじる｡ 臣下の節義を重んじれば友として交わっていたことを蒸返して論
じることはできない｡



























ても付和雷同しない｡｣ と言っている [『論語』 ｢為政第二｣・｢子路第十三｣]｡
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(3／4) .
舜帝 [] の二十二人の臣下はあるいは ｢ああ正しい｣ とあるいは ｢全くその通り｣
といいあるいは非を咎めあるいは譲っていた [『書経』 ｢益稷｣]｡ その時にどっとなって
集っていた幾多の臣下がこの上なく一つになっていたことは朋友がいなくても全く同じ
に違いない｡ 後世から党と見做すことはできない｡



























若唐之李吉秉政擅 (1／2) 權引用張文新李訓李續之(2／3) 李虞劉栖楚姜治
張權輿程 (3／4) 昔範之徒分布要劇勢震朝 (4／5) 野傾陷正直｡
	

























李宗閔惡李徳 (5／6) 裕則引用牛僧孺等以排擯 (Ⅳ－6／Ⅴ－1) 之｡ 而徳裕亦與宗


































而蔡京蔡 (2／3) 攸至於父子爲敵各立門戸(3／4) 宋亦以衰｡




















嗟乎｡ 以終身之心 (4／5) 力不用之致君澤民而用之 (5／6) 呼朋樹黨不用之服官行政




















此植黨之 (4／5) 風人臣所當深戒者也｡ (Ⅵ－5／)
(東洋史学専攻・教授)
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